
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「『がっこう』の『余白』とは？」  

ICT機器を使用した学習指導に定評がある小学校５年生担任の先生と、 

そのクラスの児童たちを１ヶ月にわたって取材（学校休業中を含む）した 

報道番組を見て、心に残った言葉を紹介したいと思います。 

それは「学校で大事なのは『余白』ではないかと思うようになりました。」とおっしゃった担任 

の先生の言葉です。 

休校中のオンライン授業は、ご自身が「本当にうまくいった！」と感想をもらしたくらいの内 

容でした。にもかかわらず、この「余白」に関する言葉からは、「学校教育はオンラインでは不 

十分だ」というように、私には聞こえてきました。想定しなかった社会状況の中で、子供たちの

ために「とにかく出来ることをチャレンジしてみよう」と努力した教師にしかたどりつけない重

みのある言葉と受け止めました。 

先生は「オンライン授業は本当に効率がいいのです・・・。しかし、まったく余計な時間がな 

い。学校の意味は、授業以外、休み時間に友達と話したり、遊んだり、というような活動ができ 

るからこそ、子供たちの成長につながる場となる。そのような「余白」の時間を作っていくこと

が、これからの学校は必要なのだと考えるようになりました・・・。」と語っていました。 

「余白」の意味を辞書で引くと、「文字が記してなく白く残っている部分」とあります。平たく 

とらえれば、何もない、必要でもないが、存在している部分とでも解釈しましょうか？ 

しかし、「余白」を別の視点からとらえると、また違ったものが生み出

されてきます。たとえば、デザインの分野で考えてみたいと思います。 

デザインの余白とは「何も記されないで白く残っている部分」ではな

く「あえて白く残している部分」なのだそうです。「余白」を上手く使う

ことでもたらされるデザイン的効果は３つもあります。 

伝えたい情報をわかりやすくレイアウトすることや、１番伝えたい「タ

イトル」を明確にできる、デザインの印象を変えることができるなど、

まったく余計なものではないのです。 

「美術部作品展示」  デザイナーさんに言わせれば、余白を生かしていないデザインはなん 

となく素人っぽさを感じてしまうし、新人の頃は余白が怖く、何としても余白を埋めなけれ

ば！！と思ってしまいがちだそうです。しかし、「何が大切か、何を見せたいのか」を意識しは

じめたら、自然と余白の取り方が身についてきて、余白をうまく取り入れて、クリエイティブの

質を高めることができるようになったというのです。 

学校の余白も考えると、一コマの授業での指導項目量は適切か？年間スケジュールは息が詰ま 

らないかなど、あらためて考え直さなくてはならないことが、沢山あると思います。 

また、子どもたちは学校、部活、習い事、学習塾 etcと多用です。その子なりの「余白」は何 

か？詰め込みすぎると、見つけたいものが見えなくなりますよね。 

ICTを活用した学習指導は今後大切なものであることは間違いありません。しかし、これまで 

大切にしてきた、人の成長に必要なものについては失ってはいけないと思っています。 
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「修学旅行中止について」 

令和２年度の修学旅行の予定につきましては、関係機関と調整をすすめながら設定し、学校便

り及び学年だよりにてご案内をさせていただいておりました。 

しかしながら、現在の新型コロナウイルスの感染状況は、新規感染者数は緩やかな減少傾向と

はいえ、再拡大に向けた警戒が必要とのことであり、他県への移動（特に宿泊を伴うもの）には

慎重さが求められております。こうした状況を踏まえますと本校が予定している９月下旬まで

に、その状況が充分に落ち着く方向に変わるとは難しいと考えました。 

状況が刻々と変わる中、修学旅行の実施のための感染防止対策について、様々な場面を想定し

て検討してまいりました。検討を重ねた結果、感染症対策を講じてもなお旅先での発熱など心配

な面が想定されるため、３年生並びにご家族の安全を最優先に考え、教育委員会とも協議をした

うえで、予定通り実施することは難しいと判断いたしました。 

つきましては、３年生徒および３年保護者の皆様には説明会と文書にてお知らせいたしまし

たが、あらためまして、全校生徒・保護者の皆様へも今年度の修学旅行の中止をお知らせいたし

ます。 

お子様や保護者の皆様のお気持ちを思うと、大変に心苦しいことではございますが、何卒、ご

理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

代替行事については、検討中です。まずは生徒からの発案で３年レク大会が開かれます。PTA

の方々からも協力いただき、代休予定日で実施準備中です。 

なお、宿泊行事として「１年生八ヶ岳野外体験教室」については、今後の感染状況を鑑み、実

施の有無については、早めに決定したいと考えております。あわせてご理解とご協力を賜ります

ようお願いいたします。 

 

「今年度はじめて！１年生は入学後初の定期テスト！」 

ご存じの通り、9月７日（月）～９日（水）まで前期期末定期テスト 

が行われました。 

短い夏休み。例年なら夏休み期間中となる７月末、８月上下旬の猛暑 

の中での学習を乗り越えてのテスト。生徒たちはこの環境に負けていな 

いな、すごい！と思いました。 

しかし、大切なのはこれからです。学校としては、十分な学習指導であったか？学習の定着

はどうであるかを確認して、次なる指導計画の修正、指導法の工夫を重ねていかなければなり

ません。例年と違う今だからこそ、プラスに転じるチャンスだと考えております。 

 

 

「お願い」 

新型コロナウイルス感染症対応でお子さんやご家族が「PCR 検査」等をうける場合は、事前

に学校へご連絡ください。検査日、検査機関、結果日、症状等の経過 

もお知らせください。 

もちろん個人情報ですので守秘いたします。検査結果日まで準備や 

関係機関と連絡をとる必要がございますので、よろしくお願いいたし 

ます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生徒主体の活動 ―生徒総会開催― 」 

９月９日（水）に生徒総会が校内放送で開催されました。部活動、委員会活動と、徐々に生

徒たちの活動が動き始め、遅い開催、また定期テストをはさんだ大変忙しい時期とはいえ、善

行中生徒の総意が確認される大切な日となりました。 

昨年度活動報告、本年度年間計画、想いやり宣言（すばらしいですね！）各委員会から活動 

方針と計画、予算案を提案。（委員長たちは緊張しながらも立派

に提案していました）それらを受けて各クラスから質問用紙を

提出してもらいました。来週には採択が行われる予定です。 

生徒会長が、コロナ感染防止の影響でほとんど中止になった  

生徒会行事を振り返りながら「合唱コンクール」について全校生

徒に成功への想いを語ったことが心に残りました。 

楽しもう、生徒会活動！ 

 

 

「学校評議員会議」 

8月２７日（木）第１回学校評議員会議を行いました。学校評議員の方々に教育長からの委

嘱状をお渡しして、学校教育目標や各学年目標そして生徒の状況などをお伝えいたしました。

加えて、この度は修学旅行実施への諮問をしました。 

授業参観もしていただき、子どもたちの様子を把握して 

いただきました。「子どもたちには大きな制限がかかって 

いる。元気に見えても心の負担もあるだろう。また、生徒 

の笑顔を見ると、その笑顔を大切にしてあげたいと思う」 

など幅広い視点で貴重な助言をいただきました。 

ありがとうございました。 

 

 

「熱中症対策として新機器導入」 

何ともいえない酷い暑さ。その中での夏休み短縮。本校では次の３つを購入、 

設置いたしました。 

１つは大型冷風扇３台。もう１つはスポットクーラー。そしてミスト噴霧器で 

す。 

大型冷風扇は美術室と第二音楽室に常設。会議室に 

１台としました。スポットクーラーは相談室とオープ 

ンルームで使用しています。（やや、音が大きいのが課題ですが・・・。） 

ミスト噴霧器は昇降口に設置しました。本当に暑い日は熱中症防止に効果的で

あると考えています。 

「メガネ型フェイスシールドを購入」 

合唱コンクール本番に向け。合唱コンクール以外でも必要な教科や活動にも 

使用可能です。全生徒・職員＋予備数で揃えました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サマースクール」 

 ３年生より一足早く夏休み 

に入った２年生。８月１日か 

らの「サマースクール」多く 

の生徒が参加しました。教員 

も複数入り、質問ある生徒に 

ていねいに対応していました。 

静かに集中している様子に期 

待できると思いました。 

 

  

「特別支援非常勤講師、学習指導員、スクール・サポート・スタッフの紹介」 

生徒個々の支援を手厚く行うため、県からは特別支援非常勤講師が派遣されております。今年

度、本校では 武中 栄一 先生が月曜日と水曜日に来校して指導いただいております。 

また、県からはコロナ感染防止対応（休校等）による学習進度の遅れや、職員の業務超過抑制

の観点から、次の２つの職種の配置がありました。 

１つは授業以外、事務等の業務を担当していただける職員が配置されました。栁下 夏奈子さ

んと奥村 健士郎さんです。生み出された時間を有効な教育活動となるよう使っていきます。 

加えて、講師の 藤田 稔 先生、丸山 千恵子 先生、築野 弘子 先生には、今までの教

科指導だけでなく消毒や TT（ティームティーチング）、生徒の補習、ICT 支援などの教育活動に

ご尽力いただけることになりました。ご承知おきください。 

 

「新人大会始まる」 

 9 月１３日（日）市内女子テニス部個人戦が大庭 

中学校グランドで開会しました。例年、テニス部は 

他種目より先に９月に始まります。 

本校女子テニス部は大いに健闘。湘南地区大会 

へも３ペア出場と学校としても幸先よいスタート 

です。来月から多くの運動部新人大会が行われます。 

各自の力を十分発揮してください。 
  

「吹奏楽部 フィルムコンサート収録に向けて 始動」 

                           9 月１３日（日） 

                           体育館で吹奏楽部が 

                           演奏収録を行いまし

た。練習も兼ねてベス

ト演奏を配信する計

画です。楽しく、熱の

入った演奏でした。 
  

１０月 主な予定 

9（金） 前期終業式 

10.11.17.18 日 新人大会 

12（月） 秋季休業 

13（火） 後期始業式 

23（金） 合唱コンクール 

28（水） 生徒会 選挙 

 
発行が遅れ、大変申し訳

ございませんでした。 


